
広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
何
で
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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11
月
23
日（
日
）、
駿
河
徳
山
駅
で「
第

2
回
大
井
川
鐵
道
沿
線
マ
ル
シ
ェ
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
令

和
４
年
台
風
第
15
号
の
影
響
で
一
部
区
間

が
不
通
に
な
っ
て
い
る
大
井
川
鐵
道
本
線

の
早
期
復
旧
と
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
を
目
的
に
、
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た

も
の
で
す
。

　
駿
河
徳
山
駅
の
ホ
ー
ム
で
は
、
川
根
高

校
吹
奏
楽
部
と
郷
土
芸
能
部
の
演
奏
の
ほ

か
、
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、
赤
石
太
鼓
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
楽
し
み
ま

し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
代
表
は「
前
回
開
催
し

た
青
部
駅
の
マ
ル
シ
ェ
よ
り
も
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
、
と
て
も
励
み
に
な
る
。
大

井
川
鐵
道
全
線
復
旧
を
見
据
え
て
沿
線
を

盛
り
上
げ
、
地
域
と
共
に
応
援
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

駿河徳山駅で駿河徳山駅で
マルシェ開催マルシェ開催

大
井
川
鐵
道
本
線
の

復
旧
・
復
興
を
願
っ
て

　
ま
た
大
井
川
鐵
道
の
協
力
で
、
鉄
道
設

備
の
保
守
作
業
を
担
う
軌き
り
く
し
ゃ

陸
車
の
乗
車
体

験
や
、
駅
舎
内
で
駅
員
の
制
服
を
試
着
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
本

部
に
は
、
大
井
川
鐵
道
支
援
金
の
募
金
箱

が
置
か
れ
、
多
く
の
方
が
寄
付
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ル
シ
ェ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の

大
井
川
鐵
道
全
線
復
旧
に
対
す
る
思
い
が

あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 軌軌

き り く し ゃき り く し ゃ
陸車陸車乗車体験乗車体験

大井川鐵道支援金に大井川鐵道支援金に
募金する来場者募金する来場者

キレのあるダンスで会場を盛
り上げた（ハッピースタイル）
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